
不登校児童生徒が増加傾向にあり、学校が抱える大きな教育課題の一つとなって
おり、不登校児童生徒への教育活動ができる受け皿が必要である。

不登校児童生徒を対象とした支援プログラムの構築

(1)不登校支援に関わる仕組みづくり
（先行研究の調査、先進地視察、近畿大学の教育資源の分析、不登校支援へのトライアル等）
(2)教育実践による教育効果の検証
（定期的に本取組に携わる教職課程履修者、不登校児童生徒及び保護者を対象にアンケート調査等を実施）

今後の展望としては、不登校児童生徒に主体的な学びを促し、人と関わる機会を設け、多様な体験活動を通じ
て、彼らのキャリア形成（生き方教育）を支援することが期待される。また、近畿大学の教職課程履修者が彼
らの学びをサポートすることで、教員として必要な資質・能力の向上を図る。さらに、スクールカウンセラー
が保護者を対象に教育相談を行い、子育て支援にも役立てることを見込んでいる。

３到達目標・方法

１課題

Ｒ７初期支援型

２概要 様々な要因により不登校の状態にある児童生徒を対象に、近畿大学の人的資源、
教育的資源（授業、施設や機器、機材）等を生かしながら、児童生徒が自主的に
活動できる場を設け、社会的自立を促す支援プログラムを構築する。
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不登校児童生徒の実情と課題研究の概要


